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コミックにおける読者依存性の高い地雷表現回避手法の実現 
 

伊藤理紗 1 中村聡史 1 

 

概要：コミックは多種多様であるため，読者にとって好みの描写もあれば，苦手な描写もある．作品のメインではな
い一部分に苦手な描写が出現する場合，そこだけを飛ばすことができればその先も読み続けることができるが，その
表現を読んで読書を止めてしまう可能性もある．そこで我々は，読者が苦手な描写を気にすることなくコミックを鑑

賞するための手法を提案する．また，本研究ではその手法を実現するため，コミックを読みながら手軽に読者が任意
の苦手な表現についてフラグを付与することができるシステムを開発し，データ収集実験を行った．実験の結果，実
験協力者によってフラグの内容に個人差はあるもののある程度フラグが重複することが明らかになった．さらに，知

見をもとにしたプロトタイプシステムを実装し，簡易的な利用実験を行うことで利用可能性を検討した．利用実験の
結果，読書への没入感をなるべく損なわない予告方法にするといったシステムの改善点が明らかになった． 
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1. はじめに  

コミックは日本を代表する文化の一つである．2021 年の

電子書籍市場ではコミックが 88.2%を占めており[1]，年々

増加している．また，SNS をきっかけに書籍化されたり，

作品がメディア化されたりなど新しい形で人々の目に触れ

るようになっており，多種多様なコミックが存在する． 

人は虫や火，先端や高所など様々な対象に対して苦手意

識をもつが，こうした苦手意識はコミックにも存在してい

る．現実では遭遇する機会がめったにないことであっても

コミックの中では様々な世界や異なる行動規範をもつ人物

の行動が描かれるため，そうした苦手とする対象に遭遇す

る可能性は高い．このような表現を目にすると，その表現

が再度登場することを恐れて読書意欲が低下してしまう．

しかし，苦手な表現は読者の苦手意識からくるもの，つま

り読者依存性の高いもので，その表現自体に問題はない．

また，作者が意図して描いていることや望んでいる読者も

いることなどから，表現自体を規制するのは適切ではない． 

 このような苦手な表現に対して Twitter や日常会話など

において「地雷」という言葉が用いられることがある．実

世界ではファッションなど様々な場合や対象について用い

られているが，我々はコミックにおける地雷を「不快に感

じたり，苛立ちを覚えたりして受け入れられず，読むのを

避けてしまう描写」と広く定義している． 

 読者依存性の高い地雷であっても，表紙やタイトル，カ

テゴリからそれが主題として推察可能なものの場合，読者

は読む前に読むのをやめると判断することができる．一方，

コミックの主題となる内容ではなく一部のみ登場する場合

には，読む前にその存在に気づくことは難しい．このよう

なコミックにおいては，地雷に該当する箇所さえやり過ご

すことができればそのコミックを抵抗なく楽しむことがで

きると考えられるため，読者依存性の高い地雷を回避する
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仕組みが重要となる． 

 我々はこれまでの研究[2]において，地雷の存在を気にす

ることなくコミックを鑑賞するため，読者依存性の高い地

雷をもつ読者がコミックを読みながら地雷表現にフラグを

付与し，その情報を集約して同じ地雷をもつ別の読者に予

告するという手法を提案してきた（図 1）．また，地雷予告

のプロトタイプシステムを実装し，地雷の予告による読書

体験の変化に関する調査を行った．その結果，地雷予告シ

ステムにより次のページへの不安度合いが減少する可能性

や，興味度合いが減少しない可能性が示唆された．しかし，

これまでの研究では実験の対象作品を 2 作品に限定し，予

告の対象も「虫」のみに絞っていた．また，事前にフラグ

を付与してくれた人の中には虫を苦手としていない人もい

たため，本当に地雷をもつ人にとって苦手だと感じる描写

にフラグが付与されているのか，予告の効果があるのか明

らかではなかった． 

 そこで本研究は，ユーザが商用サービスにおいて任意の

地雷フラグを登録することができるシステムを実装し，電

子コミックを読みながら地雷フラグを付与してもらう実験

を行い，地雷フラグを収集する．また，内容やその箇所を

分析し，どの程度地雷フラグが一致するのかを明らかにす

る．さらに，収集したフラグを用いて，商用サービスにお

 

 

図 1 システム概要図 

Vol.2022-HCI-199 No.39
2022/8/23



情報処理学会研究報告 

IPSJ SIG Technical Report 

 

 

ⓒ2022 Information Processing Society of Japan 2 
 

いて地雷の予告を行う機能を追加したシステムを実装し，

その利用可能性について簡易的な利用実験により検討する． 

 

2. 関連研究 

2.1 コミックにおける読書支援のための研究 

コミックにおける読書支援のための研究は多数存在す

る．上西ら[3]はコミックの読み返しを支援するため，ユー

ザが読み返したいと感じたページにフラグ付けをし「コミ

ックログ」を残すことができるプロトタイプシステムを実

装し，コミックを読みながらログを残してもらう実験を行

った．実験の結果，滞在時間が長いページは「コミックロ

グ」を残しやすいという性質を明らかにしている．山西ら

[4]は，ユーザがコミックのコマにコメントを付与すること

で，感情を共有できるシステム「コマコミュ」を提案した．

さらに，ユーザが印象深いと感じたシーンを「感性的ハイ

ライト」と定義し，ソーシャルデータを用いて抽出した[5]．

その結果，異なる環境にいる 2 つのグループにおいて，片

方のグループに感性的ハイライトとして抽出されたコマは

もう一方のグループからも感性的ハイライトとして評価さ

れることがわかった．このことから，読者依存性の高い地

雷表現についても同じ地雷を抱えた人にとって地雷だと感

じるシーンは共通しているのではないかと考えられる．本

研究はコミックの読書支援として，ユーザが地雷を避ける

ことができるようなシステムの実現を目指す． 

2.2 ネタバレに関する研究 

本研究の提案手法である地雷箇所の予告は，コミックの

内容をネタバレしているともいえる．ここで，ネタバレに

着目した研究として，Johnson ら[6]はホラー映画における

ネタバレの影響を調査した．調査の結果，ネタバレが楽し

さやサスペンスに及ぼす影響はほぼなく，中盤のシーンに

おいては良い影響を及ぼすことを明らかにした．Makiら[7]

はコミックにおいてネタバレ前後での面白さにあまり差が

ないが，続きへの興味度合いは下がることを明らかにして

いる．さらに，読書進度によるネタバレの影響についても

調査しており，ネタバレが許容されるコミックと許容され

ないコミックがあることを明らかにしている[8]．これらの

研究から，ネタバレは読者に悪影響を及ぼす恐れがあると

考えられるが，本研究の対象である読者依存性の高い地雷

をもつ読者にとっては，ネタバレの影響よりも地雷箇所の

存在を事前に知る方がメリットとなり得ると考えられる． 

2.3 情報を予告することによる影響 

 情報を予告することによる影響を調査した研究は多くあ

る．深田ら[9]は，恐怖情報を予告することによる感情の変

化について研究している．病気の検査を受けることを促す

記事を読む際に，記事の内容や書いた人の意図を予告する

ことで，病気や調査への印象に影響を及ぼすのかどうか調

査した．その結果，記事を書いた人の意図と恐怖心を高め

ようとしているといった恐怖喚起意図を併せて予告した場

合，検査に対する抵抗が生じることを明らかにした．Ono

ら[10]は，近隣に水素ステーションを建設する場合，水素自

動車のメリットやリスク情報の提示によって受容性がどう

変化するかをインタビュー形式で調査した．その結果，水

素ステーションの建設に対する受容性が高まることを示し

た．また，Schmitz ら[11]は，予測可能な刺激と不可能な刺

激を用いて恐怖や不安の嫌悪状態を評価した．その結果，

予測可能な嫌悪刺激は嫌悪刺激のない場合と比べて不安を

誘発する可能性が高いが，予測不可能な場合よりも不安を

誘発する可能性が低いことを明らかにした．これらの研究

から，コミックにおける地雷に関する情報を予告すること

で不安を誘発しにくい，もしくは受容を高める可能性があ

ると考えられる． 

 

3. 地雷フラグ収集実験 

3.1 実験目的 

我々のこれまでの研究[2]では，実験に用いるコミックは

2 作品，予告対象は虫のみに限定していた．そこで，より

多くの作品や地雷フラグについて調査するため，商用サー

ビスでコミックを読みながらフラグを付与してもらう実験

を行い，地雷フラグの内容や箇所などから実験協力者間で

どの程度地雷フラグが一致するのかを明らかにする． 

3.2 実験用フラグ付与システム 

実験のために商用サービスで電子コミックを読みなが

らフラグを付与することができるシステムを Google 

Chrome[12]の拡張機能として実装した．このシステムは PC

上で Google Chrome からアクセス可能であるコミックごと

に URL が分かれており，DOM から作品名や読んでいる箇

所のページ数が取得できるものであれば利用可能である． 

ユーザ（実験協力者）がコミックを読み進めていく中で

地雷だと感じる表現に遭遇した場合には，読んでいるペー

ジをクリックすることで地雷フラグを登録するためのペー

ジが別ウィンドウで開かれる（図 2）．Google アカウント

[13]を用いてログインするとフラグの登録が可能となり，

読んでいるコミックの作品名とフラグを付与するページ数

が表示されるとともに，ユーザが過去に登録した地雷フラ

グがボタンで表示される．過去に登録したフラグが 1 つも

ない場合や，登録したい地雷フラグがない場合は，ボタン

の下にあるテキストボックスに入力することで，任意の地

雷フラグが登録可能である．なお，入力したフラグは次回

以降ボタンで表示される．ユーザはボタン中から適した地

雷フラグを選択するかテキストボックスに入力したうえで

地雷表現のあった位置を左上，左下，右上，右下の 4 つか

ら選択し，送信ボタンを押すことで地雷を登録できる．な

お，この 4 つの位置は複数選択が可能なため，左のページ
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全体に表示されている場合や見開きページ全体に表示され

ている場合などにも対応可能である． 

今回は実験実施のため，各種の条件を満たし，多様な作

品が揃う集英社の少年ジャンプ＋[14]に実験用フラグ付与

システムを対応させた． 

3.3 実験手順 

 実験協力者は大学生，大学院生 13 名であった．なお，事

前にコミックが好きな人を対象とした実験であることを説

明した上で実験協力者を募った． 

 まずフラグ付与システムの導入方法を説明し，実験協力

者自身が所有する PC の Google Chrome[12]にフラグ付与シ

ステムを導入してもらった．その後，本研究における地雷

の定義や，少年ジャンプ＋[14]にて読み切り作品か連載作

品の 1 話を読むこと，地雷フラグを登録する手順などの説

明を読んでもらい，実験を開始してもらった．実験対象と

なるコミック作品を限定した理由は，基本無料で読むこと

ができ，特に読み切り作品の場合は 1 話で完結するため，

様々なジャンルの作品を読んでもらうことができると考え

たからである．なお，基本的には実験協力者自身の好きな

作品を読むように指示したが，好みの作品のみの場合は読

む作品のジャンルに偏りがでてしまう恐れがあると考え，

普段あまり読まない作品も数作品読むよう指示を行った． 

 実験協力者には，1 つの作品を読み終えるごとにアンケ

ートに回答してもらった．アンケートでは，システムに関

するコメント（不具合が生じたかなど），地雷フラグを登録

したか，登録した場合には苦手に感じた理由を回答しても

らった． 

3.4 実験結果 

 実験で収集したフラグのうち，2 名が付与したフラグの

内容は「描写があっていない」，「絵が苦手」など本研究に

おける地雷に沿ったものではなかったため，分析対象から

除外し，11 名が付与した地雷フラグを分類・整理し分析し

た．実験協力者から読まれた作品は合計で 180 作品あり，

その中で 2 名以上から読まれた作品は 96 作品あった．実

験で得られた地雷フラグの内容を大まかに分類したものを

表 1 に示す．なお，表中では複数の実験協力者から登録さ

れていたフラグを太字で表記している．実験協力者から多

く挙げられたものはグロテスクなものや虫など，嫌悪感情

や不快感情を抱くとされているもの[15]であった．その一

方で，「不気味なお面」や「親の結婚催促」といった，読者

によってはさほど嫌悪感を抱かないであろう興味深いフラ

グもみられた． 

 複数の実験協力者が同じ個所に似たようなフラグを付与

していた作品は 7 つあった．ここでその作品について付与

されたフラグの一覧を表 2 に示す．なお，表中の「内容」

という項目は著者らが実際にフラグを付与されたページを

閲覧し確認した内容であり，「フラグ」という項目の括弧内

の数字はそのフラグを付与していた人数を表している．実

験協力者間でフラグが共通しているものは，グロテスクな

描写に対するものが多かった． 

3.5 フラグ付与実験の考察 

 実験の結果から，収集されたフラグの多くはグロテスク

なものや，ホラーなものなどであった．今回対象にした少

年ジャンプ+[14]では多用なコミックが掲載されているも

のの少年漫画を中心としており，ターゲットとしている読

者層も中高生だけでなく 20 代 30 代の大人も含んでいる．

そのため，グロテスクな作品が多く存在しており，こうし

たものに対するフラグが多く集まったと考えられる．また，

読者によってはさほど気にならないであろう独特なフラグ

もみられた．このようなフラグは本研究ならではのデータ

だと考えられる．また，13 名と少ない人数であってもある

程度読む作品や付与されるフラグが重複すると明らかにな

った．このことから，グロテスクなものなどといった苦手

とする人が多いものの場合は読者が少ない場合でも提案手

法である予告が行えると考えられる． 

表 2 における作品 A では 2 回生首の描写が登場するが，

その箇所のアンケートにおいて，「もう出てこないだろうと

思って油断してました」という意見が寄せられた．このよ

うな場合，該当箇所の直前に予告を行うという提案手法が

適していると考えられる．一方，作品 D では多くのページ

数に多くの地雷が登録されており，グロテスクな描写が苦

手な読者にとっては，この作品を読了することが難しいと

考えられる．このように，フラグを収集することで地雷を

もつ読者にとってその作品自体を読むのを避けた方がよい

のか，地雷箇所のみの回避で読了できるのかを判断できる

と考えられる．また，重複した地雷フラグは実験協力者に

よって表記が様々だとわかる．今回の実験では実験協力者

に任意のフラグを登録してもらったため，同じ描写に対す

るフラグでも，実験協力者によって表記が異なっていた．

そのため登録および予告可能な地雷を限定することや，既

に他の実験協力者に登録されているフラグをサジェスト表

示すること，予告を行う際に似たようなフラグを同等のも

 

図 2 フラグ登録画面 
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のとして扱うことなどの工夫が必要となる．しかし，読者

依存性の高い地雷は個人によって異なるため，フラグを集

約したことにより，個人のニーズに合った地雷フラグでは

なくなってしまう恐れもある． 

 

4. プロトタイプシステム 

4.1 実装 

3 章の実験結果をふまえ，実験用フラグ付けシステムを

改良し，地雷のフラグ付けが可能であり，地雷箇所の予告

も行われるプロトタイプシステムを Google Chrome[12]の

拡張機能として開発した．なお，実験結果をもとにこのシ

ステムでは登録および予告を行うことができる地雷フラグ

を限定している．登録できる地雷は「グロテスク，いじめ，

虫，動物（動物がひどい目にあうもの），性的なもの，痛そ

う（痛そうに見えるもの）」の 6 種類で，これらは 3 章の実

験でフラグが付与されていたものと我々が所属している研

究室内で苦手だと回答した人が多かったものから選んだ． 

4.2 利用方法 

ユーザは Google Chrome[12]の拡張機能管理画面から，自

身の PC にあるプログラムを含むフォルダを指定し読み込

むことで本システムを導入できる．なお，3.2 節のシステム

と同じく，ユーザごとに地雷を予告するため，Google アカ

ウントでのログインが必要となっている． 

対象となる Web サイトでコミックを読んでいる際に苦

手な表現が出てきた場合には，3 章の実験システムと同様

にページをクリックすることで地雷登録画面が別ウィンド

ウで開く（図 3 中央）．今回は登録できる地雷を 6 種類に限

定したため，ユーザが任意の地雷を登録できるテキストボ

ックスはなく，6 種類の地雷が予めボタンとして表示され

ている．当てはまる地雷とその位置を選択し，送信ボタン

を押すとデータが DB に送信され，登録画面は閉じる．そ

の後は普段と変わらず読書を続けることができる．漫画を

読みながら地雷フラグの登録を行う流れを図 3 に示す． 

地雷予告機能については，事前に予告の登録ページから

表 1 地雷フラグの分類 

項目 フラグの具体例 

いじめ，虐待 いじめ，親の暴力，虐待，拘束，暴力 

性的表現 スナック的な性消費，女性の身体の不自然な強調 

グロテスクなもの グロ（グロテスク），生首，四肢切断，首がなく血が飛び散っている 

ホラーなもの 顔，不気味なお面，ホラー 

登場人物の性格 エゴイスト，意識高い系 

虫 虫，ゴキブリ嫌い 

その他 死産，手作りの食事をわざと捨てる，親の結婚催促，集合体，鬱展開 

 

表 2 複数名から付与された地雷フラグ 

作品名 ページ数 内容 人数 フラグ 

作品 A 15 紙袋に入った生首 4 生首(2)，生首(殺人的な)，顔 

19 紙袋に入った生首 5 生首(3)，生首(殺人的な)，リアル寄りの死に顔 

作品 B 26 足や腕が欠損した状態の死体 2 感情移入した人物の死体，四肢切断 

作品 C 17 人の頭が異形になる 2 グロ，グロテスク 

作品 D 8 目が開いた状態の生首，死産 6 グロ(2)，出血，血と目の向いている方向， 

死産，恐怖 

13 女の人の腹が割けて中から 

謎の生物が出てくる 

7 グロ(3)，不気味，お腹が避ける，謎の生物が 

こっちを見ている，残酷 

23 死体が散乱している 2 出血，死体 

26 謎の生物が立っている， 

女性の胴体がバラバラになる 

5 グロ，不気味，出血，バラバラ，残酷 

27 人の上半身から謎の生物が生える 6 ホラー，生首(2)，恐怖，グロ(2) 

作品 E 22 人の頭に刀がつき刺さっている 4 グロ，死体，残酷，顔 

作品 F 

 

2 四肢が切られた死体 4 グロテスクな死体，グロ，残酷すぎる死体と

血と切断された四肢，四肢切断 

16 自分で自分の首を切る 4 グロ，生首(2)，生首と血 

作品 G 26 親からの性被害の告白（描写なし） 2 家庭問題，家庭内暴力，虐待 
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ユーザ自身が予告されたい地雷を 6 種類から選び，送信ボ

タンを押して登録することができる（図 4）．なお，予告の

対象となる地雷は複数個登録が可能である． 

ユーザがコミックを読み進めていく中で，登録しておい

た地雷を含むページの 1 ページ前を読む際に別ウィンドウ

が自動的に開き，地雷の予告が行われる（図 5）．このウィ

ンドウには，次のページに表示される地雷の内容とその位

置が表示されている．また，下部にあるボタンを押すこと

でウィンドウを閉じることができ，その後のページをどう

読むのかについてはユーザに委ねている．例えば，ユーザ

が予告された表現を避けたいと感じた場合には目を瞑って

読む，ページ送りを早めることでそのページを読み飛ばす，

などといった対処が可能である．地雷箇所の予告が行われ

る流れを図 6 に示す． 

5. プロトタイプシステムの簡易的な利用実験 

 実装したプロトタイプシステムを用いて実際にコミック

を読んでもらい，フィードバックを収集した．実験協力者

は大学生と大学院生 2 名（女性 2 名）である．3 章の実験

で得られたデータを用いて予告を行うため，我々が指定し

た 5 作品を必ず読むことに加え，45 分の制限時間内であれ

ば好きな読み切り作品を読むように指示した．また，45 分

間コミックを閲覧した後，アンケートに回答してもらった．

アンケートでは，我々が指定した 5 作品を実験参加前に読

んだことがあるかどうか，実験協力者の苦手な描写，シス

テムのポジティブな感想とネガティブな感想，予告機能に

対する感想を回答してもらった． 

 システムのポジティブな感想としては，「操作が簡単だっ

たのでフラグを付けるのも特に負担には感じませんでし

た」，「フラグ付与の手順が簡単で気軽に付与できる」など

 

図 3 地雷フラグを登録する流れ 

 

 
 

図 4 予告するフラグの登録画面 図 5 予告画面 

 

 

図 6 読書時に地雷の予告が出現する流れ 

 

ページをクリックする

＜
グロテスクな

描写

＜

地雷とその位置を選択し送信 続きを読む

次のページが地雷の1ページ前

＜ ページ送り

他の読者から
グロテスクだと
判断されたもの

＜ページ送り

地雷の1ページ前 地雷があるページ
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であった．これらのことから，プロトタイプシステムの操

作は手軽であり，コミックを読みながらフラグを付与する

ことは読者の負担になりにくいと考えられる．また，「事前

に自分の地雷を知れるから心構えができる」という感想も

あり，地雷の予告により，心構えをしてもらうという提案

手法の狙い通りの働きをしていると考えられる． 

 システムのネガティブな感想としては，「予告される地雷

が多すぎる場合は毎度別ウィンドウが出てきて集中できな

くなる」，「いつ来るかハラハラし始めて集中できなくなる」

といった感想が得られた．今回は対象となる地雷を限定し

たため，グロテスクなどのような広い範囲の地雷に対し，

ユーザから 1 つでもフラグが付与されている場合にそのペ

ージの 1 ページ前に予告を行った．そのため，予告される

ページが多くなってしまったことや，1 度予告が行われた

ことで再度地雷表現が登場するのを恐れたことが，集中力

の低下やハラハラの原因だと考えられる．また，「ちょっと

読むテンポが阻害されてしまうのかなあという印象でした」

という感想も得られた．現在のプロトタイプシステムでは，

予告画面のデザインがコミックのレイアウトや世界観と大

きく異なっているため，地雷箇所の予告によって没入感が

大きく損なわれてしまう恐れがある． 

予告に関する感想としては，「地雷の内容が一目でわか

ると嬉しい」という感想が得られた．これまでの研究[2]に

おいて，予告の文字が大きいと威圧感があるといった意見

が寄せられたため，文字サイズを小さくしていたが，威圧

感は減少するものの視認性が下がってしまったと考えられ

る．そこで，適切なフォントサイズや提示する文章をでき

るだけ短くするなどの一目でみてわかりやすいレイアウト

を模索していく予定である． 

 今回のシステムでは，地雷の予告は 1 回につき 1 種類で

ある．そのため，同じページに複数の地雷フラグが登録さ

れており，ユーザが複数の地雷フラグに対して予告を希望

していた場合であっても，そのページに対する予告は複数

の地雷フラグのうち 1 種類のみになってしまう．このよう

な仕様ではユーザが望んだ地雷予告とはならないため，今

後修正が必要である． 

 

6. 考察と展望 

 フラグ付与実験では，13 名という比較的少ない人数であ

ってもある程度読む作品や付与するフラグが重複すること

が明らかになった．また，簡易利用実験では実験協力者が

2 名のみだったが，両者とも「汚い描写」が苦手だと回答

していた．これらのことから，同じ読者依存性の高い地雷

を抱えた読者は一定数いるとみられ，提案手法である同じ

地雷をもった他の読者に予告するという手法は実現可能な

のではないかと考えられる． 

 フラグ付与実験では，地雷の内容を詳細に登録する実験

協力者もいれば，短い単語のみを登録する実験協力者もい

るなどといった地雷フラグの個人差がみられた．プロトタ

イプシステムの簡易利用実験でも，どれくらい地雷が登場

するのかを初めに知りたいという意見と，地雷の該当ペー

ジで知りたいという意見があり，望んでいる予告の方法に

個人差があると考えられる．そこで，将来的にはより多く

の地雷に対応することや，予告のタイミングのバリエーシ

ョンを増やしユーザが選択できるようにすること，地雷箇

所を読み飛ばすか読むか選択できるようにするなどの工夫

が考えられる． 

簡易利用実験から，地雷箇所の予告によって集中力や読

むテンポが阻害されてしまう恐れがあるとわかった．これ

らの対策としては，地雷の位置を予告している図中にコミ

ックのキャラクタと予告の内容を吹き出しで表示し，その

キャラクタが話しかけているかのように表示するなど，没

入感を損なわないような予告画面のデザインにすることが

挙げられる（図 7）． 

 本システムは実験のため，DOM から作品名や現在読ん

でいるページ数などが取得できるものであれば利用できる

と考えられる．現在，少年ジャンプ＋[14]は利用しているコ

ミックビューアである Giga Viewer[16]が用いられているコ

ミック DAYS[17]，となりのヤングジャンプ[18]などではそ

のまま地雷登録をすることが可能である．しかし，商用サ

ービスによってタイトルやページ数の表記が異なり，サー

ビスを横断した場合には予告機能が正しく動作していない

ため，調整が必要である．また ebookjapan[19]や，

BookLive![20]などでは他のコミックビューアが使われて

いるため，今後対応予定である． 

一方，電子コミックを読む際にはスマートフォン・タブ

レット端末向けのアプリを用いて読む場合が多いため，将

来的にはアプリでも読者依存性の高い地雷の登録や予告が

行えるようにしたい．Google Chrome[12]の拡張機能はアプ

リ内で利用することができないが，本システムの開発にあ

たり作成したデータベースに登録およびデータの取得を行

う API をアプリ側に提供することで，アプリ内でプロトタ

イプシステムと同様の機能を実装してもらうことができる

と考えられる．対応サービスを増やし多くのユーザに使っ

てもらうことで，より多くの作品が地雷の存在を気にする

ことなく読めるようになると期待される． 

 

図 7 キャラクタを用いた予告のイメージ 

次のページの右上に
グロテスクな描写があるよ！
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7. おわりに 

我々はこれまでの研究[2]において，コミックの読者依存

性の高い地雷により嫌悪感や不快感が生起される問題に着

目し，地雷表現を避け，作品を楽しめるようにする手法を

提案してきた．本研究では，商用サービスでコミックを読

みながら地雷フラグが付与可能な実験システムを実装し，

任意の地雷フラグを収集した．その結果，実験の対象を読

み切り作品などに限定していたものの，13 名という少ない

人数であってもある程度読む作品や付与するフラグが重複

することがわかった．また，実験協力者の多くはグロテス

クな描写に対してフラグを付与していることが明らかにな

った． 

また，地雷フラグ収集実験で得たデータを用いて，地雷

の登録と予告が可能なプロトタイプシステムを開発した．

数名にシステムを利用してもらい，フィードバックを収集

したところ，システムの操作が手軽であることや，地雷箇

所の予告によって心構えができるといったポジティブな感

想が得られた．その一方で，地雷表現の予告によってハラ

ハラしてしまうことや，予告回数が多いと読書への集中を

阻害してしまうという課題も明らかになった． 

今後はフィードバックを踏まえ，改善したシステムを使

いながらコミックを読んでもらう長期実験を実施し，シス

テムの有用性を検証する予定である． 
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